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文献紹介

『韓
国
料
理
文
化
史
』

李

盛
雨
著
/
鄭

大
聲
・佐
々
木
直
子

訳

朝
倉
　
敏
夫

　　　　平凡社

1999年6月 刊

本体4,600円

 

(あ
さ
く
ら
　
と
し
お
)

専
門
領
域
◇
社
会
人
類
学

現
職
◇
国
立
民
族
学
博
物
館
　
民
族
社
会
研
究
部
助

教
授
主
要
著
書
◇
『食
は
韓
国
に
あ
り
』
一九
八
六
年
　
弘
文
堂
、

『日
本
の
焼
肉
・韓
国
の
刺
身
』
一九
九
四
年
　
農
文
協

　
本
書
の
原
著
者
で
あ
る
故
李
盛
雨
博
士
(
一

九
二
八
-
九
二
)は
、
「韓
国
に
お
け
る
食
文

化
研
究
史
の
開
拓
者
で
あ
り
、朝
鮮
半
島

の
飲
食
に
関
す
る
自
然
科
学
と
人
文
科
学

で
の
研
究
を
代
表
す
る
学
者
で
あ
っ
た
」
(「日

本
語
版
に
よ
せ
て
」
)
。

　
李
博
士
に
は
、
『高
麗
以
前
韓
国
食
生

活
研
究
』
(
一九
七
八
)、
『韓
国
食
経
大
典
』

(
一九
八
一
)
、
『朝
鮮
時
代
調
理
書
の
分
析

的
研
究
』
(一九
八
二
)、
『韓
国
食
品
文
化
史
』

(
一九
八
四
)
、
『韓
国
食
品
社
会
史
』
(
一
九

八
四
)
な
ど
数
多
く
の
著
作
が
あ
る
が
、本

書
は
「こ
れ
ら
の
研
究
論
文
を
わ
か
り
や
す

く
噛
み
砕
い
た
も
の
と
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
に
掲
載
し
た
記
事
を
再

度
整
理
し
た
も
の
、
そ
れ
に
作
家
や
主
婦

が
繊
細
な
観
察
と
筆
致
で
く
り
広
げ
て
き

た
料
理
に
関
す
る
随
筆
や
詩
を
、
該
当
す

る
料
理
に
添
え
て
一
冊
の
単
行
本
に
し
た
」

(「
序
文
」
)
も
の
で
、
原
著
は

一九
八
五
年
に

刊
行
さ
れ
た
。

　

さ
て
、本
書
は
全
体
が
四
九
章
か
ら
な
っ

て
い
る
。
「
料
理
と
調
理
」
と
い
う
章
に
始

ま
り
、
「韓
国
の
古
料
理
書
」
「
韓
・中
料
理

略
史
」
「
過
熱
料
理
の
起
源
」
「東
洋
版
の

栄
養
学
と
料
理
原
理
」
と
続
く
。
そ
し
て

最
後
に
「李
朝
時
代
の
料
理
衛
生
」
「李
朝

時
代
の
料
理
科
学
」
と
い
う
章
で
締
め
く

く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
間
に
は
、
私
た
ち
日

本
人
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
「ビ
ビ
ム
パ
プ
」

「チ
ゲ
」
「冷
麺
」
「ナ
ム
ル
」
「プ
ル
コ
ギ
」
「チ

シ
ャ
の
サ
ム
」
と
い
っ
た
料
理
か
ら
、な
じ
み

の
な
い
宮
廷
宴
会
食
の
「
勝
佳
妓
湯
」
、
平

壌
名
物
の
「魚
腹
鐸
盤
」
、
そ
れ
に
「伝
統

的
な
郷
土
料
理
」
ま
で
、
様
々
な
韓
国
料
理

の
内
容
や
由
来
が
、
四
二
の
章
と
な
っ
て
叙

述
さ
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も

「
韓
定
食
」
の

食
膳
の
よ
う

に
何
十
種
類
も
の
皿
が
並
べ

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
読
者
は
、
こ
れ
ら

の
皿
を
は
じ
め
か
ら
順
に
食
べ
て
(読
ん
で
)

い
っ
て
も
よ
い
が
、巻
末
に
「書
名
・人
名
・地
名
」

と
「
食
品
名
・料
理
名
・そ
の
他
」
の
二
つ
の

索
引
が
つ
い
て
お
り
、こ
れ
を
利
用
し
て
「事

典
」
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

　
こ
う
し
て
本
書
に
登
場
す
る
料
理
名
は
、

優
に
七
〇
〇
を
越
え
る
。
も
ち
ろ
ん
「豆
腐

料
理
」
な
ど

一
つ
の
素
材
で
も
調
理
法
に
よ

って
料
理
名
が
違
う
し
、
「チ
ョ
リ
ム
(煮
つ
け
)」

「ク
イ

(焼
き
も
の
)
」
な
ど
調
理
法
に
よ
る

分
類
で
は
素
材
に
よ
っ
て
料
理
名
が
違
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
る
が
、
「
粥
」
だ
け
で
も
五

五
種
類
を
数
え
る
の
だ
。
韓
国
料
理
と
聞

い
て
「焼
き
肉
」
と
「白
菜
キ
ム
チ
」
し
か
思

い
浮
か
ば
な
い
人
に
は
、
驚
く
ば
か
り
の
数

だ
ろ
う
。

　
朝
鮮
半
島
の
食
文
化
史
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
少
な
い
日
本
で
、著
者
自
身
が
数
多
く

の
著
書
の
中
か
ら
「最
初
に
翻
訳
す
べ
き
も

の
と
し
て
最
も
よ
か
ろ
う
」
(
「
日
本
語
版

に
よ
せ
て
」
)
と
認
め
、
ま
さ
し
く

「
日
本
で

の
読
者
に
一
番
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
も
の
」

(「訳
者
あ
と
が
き
」
)
に
な
っ
て
い
る
。

　

翻
訳
の
困
難
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「料

理
の
表
現
」
や
「韓
国
料
理
の
全
料
理
名
」

ま
で
日
本
語
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
置
き
換
え
ら

れ
て
お
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
な
労
を
取
ら
れ

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
訳
者
に
敬
意
と
感

謝
を
さ
さ
げ
た
い
。
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